
《
論
文
〉

古
代
文
学
研
究
第
二
次
第
二
十

一
号

二

〇

二

二

年

十

月

十

九

日

あ
る
紫
式
部
伝

。
第
一
rrf
↑同

発 抜
イ丁 掃1

本
名

・
職
階

・
没
年
説
の
現
在
‐

Ｌ
原
　
作
和



《
論
文
》

―
―
本
名

・
職
階

・
没
年
説
の
現
在
―
―

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
紫
式
部
伝

・
本
名

・
職
階

・
没
年

・
研
究
史
展
望

「紫
式
部
の
伝
記
を
中
心
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
、
諸
説

を
紹
介
」
し
た
島
田
良
二

「紫
式
部
諸
説

一
覧
」
（
一
九
八
二
年
十
月
）
と

久
保
朝
孝

「紫
式
部
の
伝
記
」
（
一
九
九
五
年
二
月
）
「紫
式
部

の
肖
像
」

（
一
九
九
七
年
五
月
）
を
承
け
つ
つ
Ｔ
ヽ

以
後
の
研
究
成
果
を
展
望
す
る
。

た
だ
し
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
論
点
を
絞
り
、
論
孜
ふ
た
つ
を
軸
と
し
、
わ

た
く
し
が
十
九
年
前
公
表
し
た
第

一
稿

（あ
る
紫
式
部
伝
―
本
名
藤
原
香
子

説
再
評
価
の
た
め
に
）
を
補
綴
す
る

２^
ヽ

島
田
氏
の
設
定
し
た
項
目
番
号

を
久
保
氏
も
踏
襲
し
て
い
る
事
か
ら
、
こ
れ
に
倣
い
、
新
規
項
目
を
△
、
新

規
解
説
を
※
で
示
し
た
。

１
　
出
生
年
時

△
天
禄
二
年

（九
七

一
）
説

藤
井
貞
和

「
『源
氏
物
語
』
生
成
の
過
程
」
「岩
波
文
庫
　
源
氏
物
語
」
九
巻

（二
〇
二

一
年
九
月
）、
「紫
式
部
の
生
年
と
没
年
」
『物
語
史
の
起
動
」
（二

上
原
　
作
和

０
〓
二
年
ヽ

「九
七

一
年
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
と
で
数
え
や
す
い
の
で
、
天
禄
二
年

（九

七

一
）
と
決
め
て
み
る
」。

２
　
惟
規
を
弟
と
す
る
説

島
田

「古
来
惟
規
を
兄
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
弟
と
す
る
説
が
現

わ
れ
た
」
。
※
弟
説
が
浸
透
．

３
　
紫
式
部
の
本
名

①
式
部
の
本
名
は
藤
原
香
子
か

角
田
文
衛

「紫
式
部
の
本
名
」
「古
代
文
化
」
（
一
九
六
三
年
七
月
）、
「紫
式

部
と
そ
の
時
代
」

（角
川
書
店
、　
一
九
六
六
年
五
月
）、
「日
本
文
学
研
究
資

料
薔
書
　
源
氏
物
語
■
」
（有
精
堂
、　
一
九
七
〇
年
五
月
）
所
収
、
『承
香
殿

の
女
御
』
（中
公
新
書
、　
一
九
六
八
年
十

一
月
）。

島
田

「紫
式
部
日
記
の
寛
弘
五
年

（
一
〇
〇
八
）
十

一
月
十
七
日
の
記
事

に
、
中
宮
彰
子
が
官
中
へ
お
帰
り
に
な
る
時
、
女
房
た
ち
の
車
に
乗
る
順
序

が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
女
房
の
序
列
を
示
す
も
の
で
、
紫
式
部
は
こ
の
時

あ
る
紫
式
部
伝

。
第
二
稿

(151



掌
侍
で
あ

っ
た

（掌
侍
は
こ
の
時
七
名
い
た
）。
『御
堂
関
白
記
」
寛
弘
四
年

正
月
二
十
九
日
の
記
事
に
藤
原
香
子
が
掌
侍
に
な

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
人
が
紫
式
部
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
す
る
。
」
※
諸
註

釈
再
検
討
の
結
果
、
掌
侍
は
都
合
八
名
で
あ
る
。

②
香
子
説
に
対
す
る
反
論

今
井
源
衛

「紫
式
部
本
名
香
子
を
疑
う
」
『国
語
国
文
』
（
一
九
六
五
年

一

月
）、
「王
朝
文
学
の
研
究
」

（角
川
書
店
、　
一
九
七
０
年
）
所
収
。

山
中
裕

「紫
式
部
伝
考
」
『日
本
歴
史
』
（
一
九
六
五
年
二
月
）、
『平
安
朝
文

学
の
史
的
研
究
」
（吉
川
弘
文
館
、　
一
九
七
九
年
二
月
）、
『日
本
文
学
研
究

資
料
叢
書
　
源
氏
物
語
Ⅱ
』
（前
掲
）
所
収
。

岡

一
男

「紫
式
部
本
名
香
子
説
へ
の
再
吟
味
」
『国
文
学
研
究
」
（
一
九
六
六

年
二
月
）、
『源
氏
物
語
の
基
礎
釣
研
究
』
増
訂
版

（東
京
堂
、　
一
九
七
四

年
）
所
収
。

島
田

「①
掌
侍
が
七
名
で
あ
る
と
い
う
確
証
が
な
い
。
そ
れ
以
外
に
い
た

か
も
し
れ
な
い
。
②
藤
原
香
子
が
そ
の
七
名
以
外
の
人
で
あ
る
可
能
性
が
十

分
あ
る
。
①
ま
た
、
御
堂
関
自
記
の
記
事
は
伝
聞
形
式
で
あ
り
、
彰
子
付
女

房
に
つ
い
て
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
（‘
寛
弘
四
年
二
月
に
は
紫
式
部
は

掌
侍
に
な

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
命
婦
か
ら
掌
侍
に
昇
進
す
る
期
間
が
早
す

ぎ
る
．
０
ま
た
、
女
房
た
ち
の
乗
車
順
序
は
そ
う
厳
重
に
き
ま

っ
て
い
な

い
。
（０
ま
た
、
十
名
の
女
房
の
中
、
典
侍
、
掌
侍
で
あ
っ
た
確
証
の
な
い
人

も

い
る
な
ど
、
批
判
が
あ
り
、
香
子
説
を
疑
問
視
す
る
学
者
が
多
い
。
萩
谷

朴
氏
は
、
検
討
す
べ
き
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
と
好
意
的
で
あ
る

（
『紫
式

部
日
記
全
注
釈
」
下
巻
こ
．
※
反
証
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
萩
谷

『全
注

釈
』
は
諸
説
を
検
討
し
、
０
に
近
親
の
惟
規
、
説
孝
異
例
昇
進
の
傍
証
を
揚

げ
る
．

△
以
下
、
上
原
増
補

（論
孜
①

「紫
式
部
の
職
階
」
）

増
田
繁
夫

「紫
式
部
の
女
房
生
活
」
「平
安
中
期
の
女
官

・
女
房
の
制
度
」

『評
伝
紫
式
部
　
世
俗
執
着
と
出
家
願
望
』
（和
泉
書
院
、
二
〇

一
四
年
）、

初
出

一
九
六
九
、
二
〇
〇
〇
年
。

加
納
重
文

「紫
式
部
本
名
問
題
に
つ
い
て
」
『源
氏
物
語
の
研
究
』
（私
家

版

・
望
稜
叢
書

一
九
八
六
年
）、
初
出

一
九
六
九
年
。

加
納
重
文

「後
宮
」
『平
安
文
学
の
環
境
―
後
宮

・
俗
信

・
地
理
』
（和
泉
書

院
、
二
〇
〇
八
年
）
、
初
出

一
九
七

一
年
～
書
き
下
ろ
し
。

益
田
勝
実

「紫
式
部
の
身
分
」
「日
本
文
学
』
（
一
九
七
三
年
三
～
五
月
）

吉
川
真
司

「平
安
時
代
に
お
け
る
女
房
の
存
在
形
態
」
「律
令
官
僚
制
の
研

究
』
（塙
書
房
、　
一
九
九
八
年
）

上
原
作
和

「あ
る
紫
式
部
伝
―
本
名
藤
原
香
子
説
再
評
価
の
た
め
に
」
南
渡

浩
編

『紫
式
部
の
方
法
　
源
氏
物
語
　
紫
式
部
集
　
紫
式
部
日
記
」
（笠
間

書
院
、
二
〇
〇
二
年
）

上
原
作
和

「紫
式
部
の
生
涯
―

紫ヽ
式
部
日
記
」
『紫
式
部
集
』
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
」
『知
の
遺
産
７
／
紫
式
部
日
記

・
集
の
新
世
界
』
（武
蔵
野
書

院
、
二
〇
二
０
年
）

紫
式
部
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
増
田
繁
夫

「中
宮
専
属
の
女
房
だ
が
、
五

位
く
ら
い
の
命
婦
で
掌
侍
よ
り
上
位
」
の
ち
に

「私
的
上
臨
女
房
」
、
加
納

重
文
は

「私
的
女
房
」
「上
級
侍
女
」
と
し
、
両
氏
と
も
に
内
裏
女
官
の
掌

侍
で
は
な
い
か
ら
、
「掌
侍
召
さ
れ
た
香
子
」
の
角
田
説
は
成
り
立
た
な
い

と
し
た
。

さ
ら
に
、
益
田
勝
実
は
、
紫
式
部
が
中
宮
女
房
で
、
「蔵
人
」
よ
り
序
列

(16)



の
高
い

「侍
従
」
で
あ
る
と
し
て
、
岡
以
下
、
加
納
ま
で
の
諸
説
を
批
判
し

つ
つ
、
そ
の
核
心
と
し
て
角
田
説
を
否
定
し
た
。
た
だ
し
、
益
日
の
内
裏
、

中
宮
女
房
の
序
列

一
覧
な
ら
び
に
紫
式
部

「侍
従
」
説
は
、
「紫
式
部
日
記
」

内
の
女
房
構
成

・
序
列
か
ら
し
て
矛
盾
が
多
々
あ

つ
て
、
テ
ク
ス
ト
か
ら
帰

納
的
に
は
説
明
不
能
で
あ
る

３^
、

ま
た
、
『源
氏
物
語
」
等
の
物
語
に
登
場

す
る

「侍
従
」
の
職
掌
と
紫
式
部
の
そ
れ
と
も
不
適
合
で
あ
り
（１
、
結
果

と
し
て
破
綻
し
た
論
放
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

っ
た
。
以
後
、
益
田
は
萩
谷

『全
注
釈
」
下
巻

（角
川
書
店
、　
一
九
七
三
年
二
月
）
の
完
結
以
後
、
紫
式

部
論
に
関
し
て
沈
黙
す
る
〓
）。

19 1ト 11 13 1! 0 10

左
京
の
命
婦
　
×

筑
前
の
命
婦
　
ｘ

左
近
の
命
婦

馬
の
命
婦

藤
少
将
の
命
婦

侍
従
の
命
婦

稲

磨

（文
屋
時
子
）

（女
蔵
人
）

（女
蔵
人
）

出
自
未
詳

出
自
未
詳
　
少
輔
乳
母

（橘

為
義
妻
）
と
は
別
人

和
泉
守
藤
原
修
政
妻
。
（五

節
の
左
京
の
君
と
は
別
人
、

後
、
彰
子
、
後

一
条
女
官
）

出
自
未
群

（彰
子
に
従
い
出

家
）

出
自
未
詳

『枕
草
子
」
「猫
の
乳
母
」
と

同

一
人
か
）

（藤
原
能
子
）

出
自
未
詳

出
自
未
詳

載^
ｔ
）

（戴
七
）

（戴
ｔ
）

（船
）

（船
）

（行
◎
．
船
）

（行
◎
．
船
）

船^
）

（船
）

（船
）

敦
良
乳

（船
）

（湯
）

『紫
式
部
日
記
一
の
内
裏
女
官

通^
し
番
号
は
登
場
順
　
好
意
的
評
価
０
　
否
定

的
評
価
ｘ
　
好
悪
半
ば
バ一　
衣
裳
描
写
◎
）

清
子
の
命
婦

内
蔵
の
命
婦

主
殿
侍
従
の
君
　
摯
侍

左
衛
門
の
内
侍
　
掌
待
・

弁
の
内
侍
　
掌
侍
３

藤
三
位
　
典
侍

橘
の
三
位
　
典
侍

（橘
清
子
、
道
隆
妻
）

（道
長
の
五
男
教
通
の
乳
母
）

出
自
未
詳

（橘
隆
子
）

（源
扶
義
妻
。
藤
原
義
子
か
。

彰
子
に
従

い
出
家
）

（左
大
臣
師
輔
娘
素
子
．
道

兼
妻
．
平
惟
仲
妻
）

（橘
仲
遠
の
娘
徳
子
、
藤
原

有
国
妻
）

（湯
）

（湯
．
祭
）

（
行

◎

．

選

、

日
本
紀
）

（
産
．
行
◎
、

瀑

晦
）
◎
２

（敦

成

乳

付
、

行
◎
．
敦

良

五

十
日
）

(17)
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馬
中
将
　
掌
侍
一　
×

源
式
部
　
掌
侍
　
０

宮
の
内
侍
　
掌
侍
　
Ｃ

小
少
将
／
少
将
の
君
　
○

掌
倖

官
の
宣
旨
　
典
侍

大
納
言
の
君
　
典
侍
　
○

左^
馬
頭
藤
原
相
ヂ

の
娘

（九
八
二
年
生
）
ム
枕
草
子
」

の
五
節
の
舞
姫
、
中
将
典
侍

（
一
〇
四
〇
年

「春
記
し
、

姉
は
原
子
に
仕
え
た
少
将
掌

侍
）

（加
賀
守
源
重
文

の
娘
、
香

子
）

（橘
良
芸
子
）

長
保
二
年
二

月
二
五
日

「内
侍
」
「権
記
』

峠
ほ
ち
時
娘

．
紫
人
＝

（源
時
通
の
娘
、
大
納
言

の

君
妹
）
二
つ
の
局
を
共
有
。

紫
、
早
世
し
た
少
将
惜
別
の

和
歌
を
詠
む
。

（中
納
言
源
伊
渉

の
娘

・
移

子
、
後
に
彰
子
に
従

い
出
家
）

藤^
原
道
綱
娘
、
豊
子
、
美

作
の
三
位
）

源^
時
通
の
娘
、
扶
義
養
女
、

廉
子
）

（
行

◎

、

船

、

還
）

（産
５
、
船
、
月

旦
、
敦
良
五
十

日
◎
）

乳
母

＾
産

◎

，

還

、

月
旦
）

全^

出
、
敦

良

五
十
日
◎
）

（産
．
船
．
還
、

敦
良
五
十
日
）

（
還

、
戴

６

）

敦
良
乳
母

（
湯
、
還
、
載

６
◎
）

（蕉

湯
、
還
、

戴
５
◎
、
嘗
）

内
裏
女
房

典
侍
―
内
侍

中
宮
女
房

典
侍
―
内
侍

（掌
侍
）
１
命
婦
■
侍
従

・
蔵
人
）
―
得
選
以
下
の
女
官

（掌
侍
、
宣
旨
）
―
命
婦

（侍
従

・
蔵
人
）
―
所
々
の
女
官

０

一
条
天
皇
彰
子
後
宮
体
制

（益
田
モ
デ
ル
上
原
修
正
案
）

内
裏
女
房

典
侍
よ

待
―
内
侍
所

（命
婦

・
蔵
人
―
女
嬢
）

（乳
母
）

上
皇

・
東
官

・
中
宮

典
侍
―
宣
旨
―
御
厘
殿
上

・侍
―
命
婦
―
侍
従

・
蔵
人
―
来
女
―
童
女
―
雑
仕

（乳
母
）

中
宮
女
房
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
頁
）

女
房
三
役

（宣
旨

・
御
厘
殿

・
内
侍
）
―
命
婦
―
侍
従

・
蔵
人
―
女
嬌

（私
的
侍
女
）

内
裏
女
房
十
九
人
中
、
○
数
字
は
五
人
の
中
宮
女
房
兼
任

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
益
田
勝
実
モ
デ
ル
の
修
正
を
加
え
た
の
が
以
下
の
体

「紫
式
部
日
記
』
宮
城
の
侍
従

の
み
内
裏
女
官
／
女
房
は
侍
従
の
命

婦

・
殿
守
の
侍
従
の
君

御
厘
殿
別
当
は
藤
原
原
子
妹
莞
去
後
、
欠
員
。

制
図

で
あ
る
。
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△

一
条
天
皇
彰
子
後
宮
体
制

（益
田
勝
実
モ
デ
ル
）

内
裏
女
官

典
侍
―
撃
侍

（内
侍
）
―
命
婦
―
蔵
人
―
得
選
以
下
の
女
官

中
宮
女
房

宣
旨
―
御
厘
殿
別
当

・
内
侍
―
女
房

（侍
従
　
蔵
人
）
―
所
々
の
女
官

△
中
宮
女
房
体
制
加
納
重
文
モ
デ
ル

（前
掲
書

「女
房
と
女
官
」
七
四
、
七
五
、

一
九
五
頁
）



こ
う
し
た
反
論
に
対
し
、
角
田
は
、
前
記
諸
論
を
俯
蹴
的
に
検
討
し
、

「平
安
時
代
に
お
け
る
院
宮
の
女
房
」
６^
）で

「①
院
宮

（中
宮
）
女
房
も
官

女
で
あ
り
、
俸
禄
も
保
証
さ
れ
る
。
②
女
房
名
に
官
職
名
が
あ

っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
内
裏
女
房
と
は
限
ら
な
い
。
③
中
官
三
役

（宣
旨
、
御
匡
殿
、

内
侍
）
は
院
宮
女
房

（令
外
官
）
、
院
宮
女
房
の
編
成
は
雑
多
で
あ
り
、
道

長
の
掌
侍
召
は
そ
の

一
環
で
あ
る
」
等
の
反
論
を
行

っ
て
自
説
の
補
強
を
行

っ
た
。

こ
の
う
ち
、
０
俸
禄
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
吉
川
真
司
の
修
正
説
が
説
得

力
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
必
読
の
文
献
で
あ
る
。
「后
に
な
れ
ば
や
や
事
情

が
異
な
る
。
后
は
封
戸

・
年
拾
と
い
う
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も

一
応
機
能

し
て
い
た
給
与
を
得
て
お
り
、
こ
の
潤
沢
な
収
入
源
か
ら
女
房
の
給
与
も
賄

え
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
里
方
が
様
々
な
援
助
を
行
な
っ
た
こ
と
も
事
実

で
は
あ
る
が

（例
え
ば

『御
堂
関
自
記
』
寛
弘
九
年
七
月
十
二
日
条
）、
基

本
的
に
は
封
戸
と
年
給
こ
そ
が
、
宮
の
女
房
の
給
与
の
出
所
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る

（３
１
三
、
収
入
と
扶
助
関
係
）」
と
し
て
角
田
説
を
裏
付
け
た
。

さ
ら
に
吉
川
女
房
論
は
、
紫
式
部
の
職
階
そ
の
も
の
を
論
じ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
女
房
史
と
し
て
も
決
定
的
な
示
唆
に
富
む
。
す
な
わ
ち
、
「后
と
女

房
、
女
房
と

「得
意
」
男
性
の
間
に
、
律
令
制
の
枠
を
脱
し
た
緊
密
な
相
互

依
存
関
係
が
結
ば
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
貴
族
社
会
全
体
の

動
向
が
、
女
房
の
役
割
の
上
昇
に
決
定
的
な
方
向
性
を
与
え
た
と
評
価
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
宮
の
女
房
の
構
成
や
機
能
は
、
凝
ね
東
宮
女
房
や
院

・
女

院
の
女
房
と
も
共
通
す
る
、
上
の
女
房
に
準
ず
る

「院
官
の
女
房
」
は
、　
一

〇
世
紀
後
期
頃
に
、
中
世
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
く
規
範
的
な
存
在
形
態
を
獲

得
し
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
女
御
の
女
房
は
家
の
女
房
に
準
ず
る
存
在
で

は
あ
る
が
、
こ
の
頃
に
な
れ
ば
実
際
の
政
治
的

・
社
会
的
役
割
に
お
い
て

は
、
院
宮
の
女
房
と
大
差
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
総
し
て
言
え
ば
、
女
房
と

い
う
存
在
が
社
会
関
係
に
お
け
る
重
要
な
結
節
点
と
し
て
機
能
し
始
め
る
の

が

一
〇
世
紀
後
期
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
ま
さ
に

「女
房
史
の
画

期
」
な
の
で
あ

っ
た

（四
、
キ
サ
キ
の
女
房
の
成
立
）
四
四
九
頁
」
と
述
べ

て
い
る
。
さ
ら
に
吉
川
氏
は
、
角
田
が
論
点
を
整
理
し
た
①
②
③
の
紫
式
部

の
身
分
論
争
に
対
し
、
結
果
的
に
角
田
説
を
補
強
し
、
歴
史
学
か
ら
各
反
論

に
鉄
槌
を
下
す
こ
と
に
な
る

「宮
の
女
房
」
論
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

「立
后
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
は
女
房
三
役
だ
け
で
な
く
、
女
房
が
み
な
掌

侍

・
命
婦

・
女
蔵
人
な
ど
に
振
り
分
け
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
、
日
給
簡
に

は
官
職
順
に
女
房
全
員
が
登
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
源
倫
子
の
准

三
后
宣
下
と
と
も
に

「年
頃
の
女
房
も
皆
爵
を
得
」
（巻
十
二
上
―
三
八
七
）

た
こ
と
か
ら
類
推
し
て
、
宮
の
女
房
は
立
后
時
に
み
な
位
階
を
与
え
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
要
す
る
に
、
立
后
に
よ
っ
て
そ
の
女
房
た
ち
は
上
の

女
房
と
同
様
の
存
在
、
す
な
わ
ち
正
式
の
内
裏
女
房
に
昇
格
し
た
の
で
あ
る

（３
１
二

、
キ
サ
キ
の
女
房
の
身
分
）
四
四
三
頁
）」
（ゴ
チ
ッ
ク
は
上
原
）。

こ
の

「
日
給
簡
」
登
載
は
、
『う

つ
ほ
物
語
」
内
侍
の
か
み
巻
で
、
朱
雀

帝
が
、
「胡
筋
の
調
べ
」
弾
琴
を
渋

っ
て
い
た
俊
蔭
娘
参
内
の
禄
と
し
て
、

「尚
侍
」
に
任
し
、
職
階
を
書
き
入
れ
た
こ
と
か
ら
も
証
さ
れ
る
。
別
の
巻

名

「初
秋
」
と
あ
る
如
く
、
七
月
相
撲
の
節
の
直
後
の
物
語
で
あ
る
。

さ
て
、
今
宵
の
禄
を
ば
、
い
か
が
す
べ
き
。
涼

・
仲
忠
は
、
さ
て
あ

り
、
お
も
と
に
は
、
み
づ
か
ら
を
や
は
得
給
は
ぬ
。
中
将
の
朝
臣
、
紀

伊
国
の
禄
に
は
、
娘
を
こ
そ
は
得
た
れ
」
と
て
、
御
前
な
る
日
給
の
簡

に
、
尚
侍
に
な
す
よ
じ
書
か
せ
給
ひ
て
、
そ
れ
が
上
に
、
か
く
な
む
。
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「
目
の
前
の
　
技
よ
り
出
づ
る
　
風
の
音
は
　
離
れ
に
し
物
も
　
思

ほ
ゆ
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
〇
頁

こ^

さ
ら
に
、
朱
雀
帝
は

「
よ
し
、
行
く
末
ま
で
も
、
わ
た
く
し
の
后
に
思
は

む
か
し
。」
（四
三
六
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
か
ら
、
角
田

「院
宮
女
房
」
説

の

「尚
侍
は
村
上
朝
頃
か
ら
官
女
と

い
う
よ
り
も
女
御
に
准
ず
る
地
位
と
化

し
、
後
冷
泉
朝
以
後
は
、
尚
侍
と
い
う
地
位
そ
の
も
の
も
姿
を
消
し
た
」
８^
）

と
す
る
説
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
吉
川
説
は
角
田
説
の
核
心
三
点
を
史
料
か
ら
裏
付
け

た
も
の
で
あ

っ
た
。
益
田
勝
実
を
中
心
と
し
た
当
時
の
論
争
は
、
摂
関
政
治

の
展
開
、
す
な
わ
ち
道
長
の
専
横
に
伴
う
後
宮
政
策
重
点
化
に
よ
り
、
後
宮

の
内
裏

・
キ
サ
キ
の
職
域
／
職
階
も
流
動
化
し
、
か
よ
う
な

「女
房
史
の
画

期
」
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
把
捉
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
研
究
史
を
錯

綜
さ
せ
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
上
原

（二
〇
二
〇
年
）
は
、
島
田
の
整
理
し
た
論
点
六
つ
に
つ
い

て
、
「紫
式
部
日
記
」

（教
成
御
産
記
）
に
登
場
し
た
女
房
を
内
裏
女
房
十
九

名

（中
官
女
房
兼
任
五
名
）
、
中
宮
女
房
三
十

一
名
、
総
勢
五
十
名
を
総
覧

し
、
「中
官
の
私
的
上
臓
女
房
で
あ
る
紫
式
部
が
、
彰
子
出
産
に
際
し
て
、

「上
人
ど
も
ぞ
十
七
人
」
と
記
し
た
内
裏
女
房
な
ら
び
に
、
九
月
十
日
の
出

産
直
前
の

「北
の
御
障
子
と
御
帳
と
の
は
さ
ま
』
の

「
い
と
狭
き
ほ
ど
に
』

『四
十
余
人
ぞ
、
後
に
数
ふ
れ
ば
ゐ
た
り
け
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
全

員
、
「紫
式
部
日
記
」
に
女
房
名
が
記
さ
れ
て
い
る
」
と
規
定
し
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
、
「権
記
」

の
官
内
侍
、
『御
堂
関
自
記
」
掌
侍
召
の
藤
原
淑

子
、
藤
原
香
子
の
う
ち
、
内
裏
、
中
宮
都
合
八
名
の
掌
侍
の
な
か
で
内
裏
女

房
の
掌
侍
は
、
弁
の
内
侍
と
左
衛
門
の
内
侍
で
、
い
ず
れ
も

「御
堂
関
自

記
」
に
掌
侍
召
と
記
さ
れ
た
藤
原
淑
子
、
藤
原
香
子
と
は
別
人
で
あ
る
。
か

つ
、
中
宮
女
房
の
掌
侍
で
氏
名
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
式
部
の
み
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
は
香
子
だ
か
ら
と
し
た

（た
だ
し
、
馬
の
中
将

・
淑
子
説
は

角
田
旧
説
で
は
あ
る
が
、
本
名
淑
子
は
左
掲
の

『御
堂
関
自
記
」
長
和
五
年

条
、
道
長
の
命
を
承
け
る
職
掌
か
ら
紫
式
部
は
除
外
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
何

候
女
房
が
馬
の
中
将
の
可
能
性
の
み
が
残
る
こ
と
に
な
る
）。

御
堂
関
自
記
　
長
和
五
年

（
一
〇

一
六
）
六
月
十
日
条

倫
子
准
三
后
叙
爵

（９
）

十
日
、
壬
午
。
暁
又
、
雨
降
。
天
陰
、
此
夜
、
亥
時
、
蔵
人
左
衛
門
権

佐
資
業
、
奉
・
迎
，神
鏡
・。
奉

安
置
‥
西
対
代
、

土
御
門
候

掌
侍
藤

原
□
□
・、
又
此
院
令
レ
候
〓掌
侍
淑
子

・、
女
史
持
〓
五
色
絹
御
幣
・、
候
・

御
前

。

さ
ら
に
諭
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
女
房
の
乗
車
順
位
は
、
取
り
仕
切
る

「次

第
司
」
に
よ
り
規
範
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

（益
田
氏
も
指
摘
済
み
）
、
島

田
の
整
理
し
た
旧
来
の
反
論
を
す
べ
て
否
定
し
た
。

△
紀
時
文
と
の
初
婚

上
原
作
和

「あ
る
紫
式
部
伝
―
本
名
藤
原
香
子
説
再
評
価
の
た
め
に
」
（前

掲
）

『権
記
」
長
徳
三
年

（九
九
七
）
八
月

一
九
日
条

「故
大
膳
大
夫
時
文
後
家

香
子
申
事
等
。
子
細
見
奏
文
目
録
」
に
よ
る
藤
原
香
子
と
紀
貫
之
嫡
子
大
膳

大
夫
時
文
と
の
結
婚
か
ら

『御
堂
関
自
記
』
寛
弘
四
年
正
月
二
九
条

「香
子

掌
侍
召
」
と
を
運
結
さ
せ
つ
つ
の
論
を
展
開
し
た
。
問
題
は
、
梨
壼
の
五
人

（九
五

一
年
任
）
で
も
あ
る
時
文
と
の
大
き
な
年
齢
差
で
あ
る
。

新
田
孝
子

「表
層
篇
　
第
四
章
　
敦
良
親
王
の
乳
母
の
問
題
／
結
び
に

「藤
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香
子

（式
部
）
と
紫
式
部
」
『栄
華
物
語
の
乳
母
の
系
譜
』
（風
間
書
房
、
二

〇
〇
三
年
）。

「権
記
』
同
日
条
に
よ
る
藤
原
香
子
と
紀
貫
之
嫡
子
大
膳
大
夫
時
文
と
の
結

婚
と
時
文
卒
に
伴
い
後
家
と
な

っ
た
香
子
の
記
述
を
根
拠
と
す
る
。
新
日
の

論
は
、
上
原
説
を
踏
ま
え
て
お
ら
ず
、
前
節
で
は
敦
良
親
王
乳
母
の
源
香
子

を

「藤
香
子
」
と
誤
刻
し
た
史
料
に
よ
る
難
点
は
あ
る
が
、
「角
田
諸
説
」

を
考
察
し
た
本
節

「角
田
所
説
―

「紫
式
部

の
本
名
は

「藤
香
子
」
説
」

「御
堂
関
自
記
」
寛
弘
四
年
正
月
廿
九
日
条
に
よ
る
香
子
任
掌
侍
を
紫
式
部

と
す
る
角
田
説
を
踏
ま
え
、
「辻
棲
が
合
う
」
と
す
る
。

増
田
繁
夫

「第
２
章
　
紫
式
部
の
家
系
と
家
族
」
『評
伝
紫
式
部
―
世
俗
執

着
と
出
象
願
望
」

（和
泉
書
院
、
二
〇

一
四
年
五
月
）

二
五

一
頁
注
四
二
は
、
上
原
説
を

「藤
原
香
子
」
の
符
合
に
よ
る
紫
式
部
と

の
た
ん
な
る
付
会
と
す
る
。

４
　
越
前
下
向
の
時
期

③
長
徳
三
年
秋
以
降

上
原
作
和

「あ
る
紫
式
部
伝
―
本
名
藤
原
香
子
説
再
評
価
の
た
め
に
」
（前

掲
）

５
　
越
前
か
ら
帰
京
の
時
期
／
６
　
夫
腱
原
宣
孝
と
の
結
婚

（略
）

７
　
宮
仕
え
年
時

△
具
平
親
王
出
仕
説

福
家
俊
幸

「紫
式
部
の
具
平
親
王
家
出
仕
考
」
「中
古
文
学
論
致
」
七
号

（
一
九
八
六
年
十
月
）、
「紫
式
部
の
伝
記
の
研
究
展
望
と
問
題
点
」
「紫
式
部

日
記
の
表
現
世
界
と
方
法
」
（武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
、
「具
平
親
王

家
に
集
う
歌
人
た
ち
―
具
平
親
王

・
公
任
の
贈
答
歌
と

『源
氏
物
語
」
」
『考

え
る
シ
リ
ー
ズ
　
⑤
王
朝
の
歌
人
た
ち
を
考
え
る
―
交
遊
の
空
間
」
（武
蔵

野
書
院
、
二
〇

一
三
年
）。

△
倫
子
家
出
仕
説

坂
本
共
展

『源
氏
物
語
構
成
論
」
（笠
間
書
院
、　
一
九
九
五
年
）、
「正
編
か

ら
続
編

へ
」
「源
氏
物
語
の
新
研
究
」
（新
典
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

長
保
三
年

（
一
〇
〇

こ
、
疫
病
流
行
の
四
月
二
五
日
、
二
度
目
の
夫

二
旦

孝

（五
二
）
を
喪

っ
た
こ
の
年
の
十
月
、
坂
本
氏
は
、
父

・
為
時
が
東
三
条

院
詮
子
四
十
賀
の
屏
風
歌
を
詠
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紫
式
部
も
倫
子
家

女
房
と
し
て
初
参
し
た
、
と
す
る
。
さ
ら
に
、
倫
子
に
よ
る
物
語
制
作
依
頼

に
よ
り
、
こ
の
年
の
夏
か
ら
秋
に

「源
氏
物
語
」
を
起
筆
、
寛
弘
二
年
ま
で

に
正
編
完
成
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
、
紫
式
部
は
半
↑

宣
孝
と
東
三
条

院
詮
子
の
諒
闇
の
期
間
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
時
間
的
整
合
性
に
お
い
て
、

坂
本
説
の
出
仕
時
期
は
成
り
立
た
な
い
。

徳
満
澄
雄

「紫
式
部
は
鷹
司
殿
倫
子
の
女
房
で
あ

っ
た
か
」
「語
文
研
究
」

六
二
号

（
一
九
八
六
年
十
二
月
）

深
澤
徹

「紫
式
部
、
「倫
子
女
房
説
」
を
め
ぐ
っ
て
―
即
時
的
存
在
者

（外

な
る
他
者
）
と
対
自
的
意
識

（内
な
る
他
者
）
の
狭
間
で
」
南
波
浩
編

『紫

式
部
の
方
法
　
源
氏
物
藷
　
紫
式
部
集
　
紫
式
部
日
記
」
（笠
間
書
院
、
二

〇
〇
二
年
）

倫
子
家
女
房
説
の
徳
満

・
深
澤
説
も
ま
た
、
紫
式
部
の
越
前
下
向
帰
洛
の
時

期
、
お
よ
び
宣
孝
と
の
結
婚
、
賢
子
の
出
産
と
宣
孝
の
死
と
諒
闇
期
間
が
顧

慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
整
合
性
に
お
い
て
問
題
が
あ
る
。

８
　
式
部
の
呼
称
の
理
由
／
９
　
藤
式
部
が
紫
式
部
と
呼
ば
れ
た
理
由

（略
）
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１０
　
源
氏
物
語
の
執
筆
時

△
十
代
後
半
か
ら
短
編
習
作
群
執
筆
、
晩
年
ま
で
二
五
年
を
書
き
継
ぐ
。

藤
井
貞
和

「
『源
氏
物
語
」
生
成
の
過
程
」
（前
掲
）、
「紫
式
部
の
生
年
と
没

年
」
（前
掲
）。

「更
級
日
記
」
作
者
上
洛
後
の
祐
子
内
親
王
に
仕
え
る

「を
ば
な
る
人
」
か

ら
与
え
ら
れ
た

『源
氏
物
語
」
「五
十
よ
巻
」
耽
読

（治
安
元
年

・
一
〇
二

一
年
）
以
前
を

『源
氏
物
語
」
成
立
の
下
限
、
紫
式
部
没
、
享
年
五
０
と
す

る
。
紫
式
部
は
少
女
時
代
か
ら
志
怪
伝
奇
小
説
、
本
邦
の
物
語
文
学
を
読
み

耽
り
、
十
歳
代
後
半
か
ら
は
短
編
習
作
群
が
蓄
積
さ
れ
始
め
、
空
蝉

・
タ

顔
。
軒
端
荻
、
さ
ら
に
は
紫
の
上
、
末
摘
花
と
な
る
女
性
た
ち
も
活
躍
し
始

め
る
原

「源
氏
物
語
」
群
が
執
筆
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
「奥
入
」
に
み
え

る

「
か
が
や
く
日
の
官
」
は
廃
葉
さ
れ
た
も
の
の
、
光
源
氏
誕
生
を
九

一
二

年
、
夢
浮
橋
巻
を

一
条
天
皇
即
位
の
九
八
六
年
設
定
の
都
合
七
五
年
の
物
語

と
し
て
、
約
二
五
年
に
渡
り
書
き
継
が
れ
た
と
す
る
。

「
　
紫
式
部
の
没
年
時

①
万
寿
二
年

（
一
〇
二
五
）
頃
に
は
存
命
し
て
い
た
が
、
長
元
四
年

（
一
〇

二

一
）
に
は
す
で
に
没
し
た
だ
ろ
う
。

池
田
亀
鑑

「日
本
古
典
全
書
　
源
氏
物
語
」
第

一
巻

（朝
日
新
同
社
、　
一
九

四
六
年
）

手
塚
昇

「源
氏
物
語
の
再
検
討
』
（風
間
書
房
、　
一
九
六
六
年
）

②
長
和
五
年

（
一
〇

一
六
）
春
か
。

与
謝
野
晶
子

「紫
式
都
新
考
」
「太
陽
』
（
一
九
二
八
年

一
月
、
二
月
）

石
村
貞
吉

『紫
式
部
』

（日
本
評
論
社
、　
一
九
二
八
年
）

島
津
久
基

『紫
式
部
』

（青
梧
堂
、　
一
九
四
三
年
）

島
田

「為
時
が
長
和
五
年
四
月
二
十
九
日
に
出
家
し
た
の
は
惟
規
と
式
部
の

二
人
の
子
を
失
ち
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
紫
式
部
の
長
和
五
年
以
後
の
歌
が

な
い
。
為
時
の
出
家
に
つ
い
て
の
式
部
の
歌
が
な
い
。
」

③
長
和
三
年

（
一
〇

一
四
）
春
で
あ
ろ
う
。

岡

一
男

「源
氏
物
語
の
基
礎
的
研
究
」

今
井
源
衛

『紫
式
部
」
旧
版

（吉
川
弘
文
館
、　
一
九
六
五
年
）、
新
装
版

（
一
九
八
〇
年
）
は
⑤
説
に
変
更
。

阿
部

・
秋
山

。
今
井

『日
本
古
典
文
学
全
集
　
源
氏
物
語
０
」
（小
学
館
、

一
九
七
０
年
）
△
新
編
参
照
。

山
中
裕

『平
安
朝
文
字
の
史
的
研
究
」
（吉
川
弘
文
館
、　
一
九
七
四
年
）
△

参
照
。

阿
部
秋
生

『源
氏
物
悟
研
究
序
説
』
（東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
五
九
年
）

中
野
幸

一

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
紫
式
部
日
記
」
（小
学
館
、　
一
九

九
四
年
）

島
田

「長
和
三
年
正
月
、
式
部
は
越
後
の
老
父
に

「雪
積
る
年
に
そ
へ
て
も

頼
む
か
な
君
を
し
ら
ね
の
松
に
そ

へ
つ
つ
」
と
見
舞

い
の
消
息
を
出
し
た

（「平
兼
盛
集
」
巻
末
の
逸
名
家
集
―
※
岡
は
こ
の
逸
名
家
集
を
頼
宗
集
の
逸

文
と
考
証
）。
正
月
下
旬
に
は
彰
子
が
病
気
を
し
て
お
り

（『小
右
記
』
）
、
そ

の
噂
を
聞
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
式
部
は
そ
の
こ
ろ
清
水
寺
に
参
議
し
て
、

そ
の
平
癒
祈
祷
の
た
め
に
皇
太
后
の
料
と
し
て
燈
明
を
献
じ
、
た
ま
た
ま
来

合
せ
て
い
た
伊
勢
大
輔
と
歌
を
詠
み
か
わ
し
て
い
る

（伊
勢
大
輔
集
）。
そ

れ
か
ら
ま
も
な
く
二
月
に
入
る
前
に
卒
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
長

和
三
年

（
一
〇

一
四
）
六
月
十
七
日
、
為
時
の
越
後
守
任
期

一
年
を
残
し
て

の
辞
任

「越
後
守
為
時
の
辞
退
状
を
下
し
給
ふ
」
（『小
右
記
し
、
三
井
寺
に
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お

い
て
の
出
家

（※

「小
右
記
」
長
和
五
年

（
一
〇

一
六
）
四
月
二
九
日

条
）
か
ら
紫
式
部
が
没
し
た
傍
証
と
す
る

（上
原
が
※

「
岡
は
」
以
下
と
※

『小
右
記
』
年
次
、
本
文
を
増
補
）。

△
寛
仁
元
年

（
一
〇

一
七
年
）
以
後
の
没
。

山
中
裕

「紫
式
部
の
生
涯
と
後
宮
」
「源
氏
物
語
の
史
的
研
究
』

（思
文
閣
出

版
、　
一
九
九
七
年
）

山
中
新
説
て
光
源
氏
が

「太
上
天
皇
に
な
ず
ら
ふ
」
存
在
と
な

っ
た
の
は
、

紫
式
部
が
同
年
の
敦
明
親
王
の
皇
太
子
辞
退
と
准
太
上
天
皇
の
待
遇
授
与
の

事
実
を
知

っ
て
い
た
か
ら
と
す
る
。

①
長
元
四
年

（
一
〇
三

一
）
正
月
中
旬
。

角
田
文
衛

『紫
式
部
と
そ
の
時
代
」
（前
掲
）

島
田

「藤
裏
葉
の
六
条
院
行
幸
が
寛
仁
二
年

（
一
〇

一
八
）
十
月
二
十
二
日

の
後

一
条
天
皇
土
御
門
行
幸
と
似
て
い
る
。
栄
花
物
語

（「楚
王
の
夢
」）
に

見
え
る

「大
宮
の
御
方

の
紫
式
部
が
女
の
越
後

の
弁
」
の

「大
宮
の
御
方

の
」
を
紫
式
部
に
か
か
る
も
の
と
す
れ
ば
、
万
寿
二
年

（
一
〇
二
五
）
は
式

部
の
生
存
を
示
す
。
続
後
撰
集
に
採
ら
れ
た

「影
見
て
も
」
の
歌
の
詞
書

「東
北
院
の
渡
殿
の
遣
水
に
か
げ
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る
」
が
紫
式
部
の
作

に
か
か
る
も
の
と
す
れ
ば
、
東
北
院
は
長
元
三
年

（
一
〇
三
〇
）
に
落
成
供

養
の
彰
子
の
御
所
で
あ
る
の
で
、
彼
女
は
長
元
三
年
八
月
に
は
生
存
し
て
い

た
。
」

※
萩
谷

一全
注
釈
」
は

「東
北
院
」
を

『続
後
撰
集
」
編
者
の

「上
東
門
院

（土
御
門
邸
）
」
の
誤
記
と
見
て
、
陽
明
文
庫
本
六
十

一
番
歌

「影
見
て
も

う
き
我
涙
　
落
ち
そ
ひ
て
　
か
ご
と
が
ま
し
き
　
滝
の
音
か
な
」
Ю^
）詠
の
採

録
と
し
、
そ
の
年
次
を
寛
弘
五
年

（
一
〇
〇
八
）
五
月
五
日
の
翌
日
の
詠
と

す
る
。

③
寛
仁
三
年

（
一
〇

一
九
）
正
月
以
後
そ
の
年
内
に
没
。

萩
谷
朴

「紫
式
部
日
記
全
注
釈
」
下
巻

（前
掲
）

今
井
源
衛

「紫
式
部
」
新
装
版

（前
掲
）

伊
藤
博

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
紫
式
部
日
記
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
八

九
年
）

後
藤
祥
子

「紫
式
部
事
典
」
「源
氏
物
語
事
典
」
（學
燈
社
、　
一
九
八
九
年
）

秋
山
虔

『新
編
日
本
文
学
全
集
　
源
氏
物
語
」
（小
学
館
、　
一
九
九
四
年
）

島
田

「兼
盛
集
の
巻
末
の
逸
名
家
集

（岡

一
男
は

「頼
宗
家
集
」
と
す
る
）

を
定
頼
集
の
逸
文
と
考
え
て
、
寛
仁
二
、
三
年
の
作
が
連
続
し
て
い
る
と
し

て
、
寛
仁
三
年
没
と
推
定
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
岡

一
男
の
長
和
三
年

説
を
支
持
す
る
人
が
多
い
」
※

一
九
八
二
年
当
時
の
趨
勢
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

△
以
下
、
上
原
増
補

森
本
元
子

「西
本
願
寺
本
兼
盛
集
付
載
の
倹
名
家
集
―
そ
の
性
格
と
作
者
」

『古
典
文
学
論
考
　
枕
草
子
　
和
歌
　
日
配
」
（新
典
社
、　
一
九
八
九
年
）、

初
出

一
九
八
二
年
。

賢
子
と
和
歌
を
詠
み
交
わ
し
た
相
手
を
賢
子
と
恋
愛
関
係
に
あ
る
必
然
性
は

な
い
と
し
て
、
こ
の
歌
集
は
宰
相
の
君
、
後

一
条
天
皇

（敦
成
親
王
）
乳
母

で
あ

っ
た
道
綱
の
娘
、
藤
原
豊
子
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
。
詠
歌
年
次
は
萩

谷
説
を
支
持
す
る
。

久
下
裕
利

「後
期
物
需
創
作
の
基
盤
―
紫
式
部
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
、
「大
納
言

道
綱
女
豊
子
に
つ
い
て
―

『紫
式
部
日
記
』
成
立
裏
面
史
」
『源
氏
物
語
の

記
憶
―
時
代
と
の
交
善
」

（武
蔵
野
書
院
、
二
〇

一
七
年
）、
初
出
二
〇

一



二
、
二
〇

一
七
年
。

歌
集
は

「宰
相
の
君
」
道
綱
娘
豊
子
と
す
る
森
本
説
を
支
持
し
つ
つ
も
、
詠

歌
は
萩
谷
説
の
賢
子
と
定
頼
間
の
贈
答
歌
と
す
る
説
に
よ

っ
て
、
「
『信
明

集
』
を
基
盤
と
し
て
構
築
す
る
傾
向
」
と
、
「定
頼
集
」
に

「
三
月
三
日
、

姫
君
の
御
事
あ
り
し
に
、
人
の
も
と
よ
り
」
と
あ
る
の
を
定
頼
の
妹
の
忌
日

と
み
て
、
「母
を
失

っ
た
後
年
、
母
の
手
紙
を
見
て
あ
ら
た
め
て
哀
し
み
に

沈
む
賢
子
と
、
妹
を
同
じ
頃
に
失

っ
た
定
頼
だ
か
ら
こ
そ
と
思
わ
れ
る
」
と

言
う
。

平
野
由
紀
子

「逸
名
家
集
考
―
紫
式
部
没
年
に
及
ぶ
」
「平
安
和
歌
研
究
」

（風
間
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、
初
出
二
〇
〇
二
年
。

森
本
説
を
受
け
、
『小
右
記
」
寛
仁
三
年
五
月
十
九
日
条
の
記
事
か
ら

「寛

仁
三
年
五
月
に
は
存
命
だ

っ
た
紫
式
部
を
、
こ
の
歌
群
の
よ
う
に
三
月
二
日

に
娘
賢
子
が
し
の
ん
で
い
る
」
詠
歌
と
し
、
「紫
式
部
の
没
年
の
上
限
は
、

寛
仁
四
年
と
考
え
た
い
。
下
限
は
万
寿
二
年

（
一
〇
二
五
）」
と
み
る
。
万

寿
二
年
説
は
、
「栄
花
物
語
」
「楚
王
の
夢
」
に
お
い
て
、
娘
の
大
弐
三
位

・

賢
子
が
後
の
後
冷
泉
天
皇
の
乳
母
と
な

っ
た
時
点
で
紫
式
部
も
生
存
し
て
い

た
と
す
る
安
藤
為
章

『紫
家
七
論
」
に
よ
る
。

上
原
作
和

「紫
式
部
の
生
涯
―

「紫
式
部
日
記
」
「紫
式
部
集
」
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
」
（前
掲
。
初
出
の
没
年
次
を
本
稿
に
て
改
め
る
）

紫
式
部
の
没
年
月
日
を
、
「小
右
記
」
寛
仁
四
年

（
一
〇
二
〇
）
十
二
月
二

十
日
条
生
存
確
認
の
最
終
記
事
と
認
め
、
こ
の
日
を
上
限
、
「逸
名
家
集
」

の
娘
賢
子
の
桃
の
詠
歌
か
ら
治
安
元
年

（
一
〇
二

一
）
二
月
二
日
を
下
限
と

す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
寛
仁
四
年

（
一
〇
二
〇
）
十
二
月
二
十
日
か
ら
間

十
二
月
二
五
日
の
二
五
日
の
間
に
紫
式
部
は
当
時
蔓
延
し
て
い
た
疫
病
で
卒

去
と
限
定
す
る
仮
説
を
新
た
に
提
示
す
る
。

（上
原
論
孜
②

「紫
式
部
の
没
年
月
を
絞
り
込
む

・
続
沼
」
）

広
橋
本

『東
宮
御
元
服
部
類
記
』
巻
十
五
　
所
引

『行
成
卿
記
」
ｉ
）は
、

寛
仁
三
年

（
一
〇

一
九
）
八
月
二
十
八
日
、
敦
良
親
王

（後
の
後
朱
雀
天

皇
、
当
時
十

一
歳
）
の
元
服
に
際
し
て
、
蔵
人
頭
左
中
弁
藤
原
経
通
を
以

て
、
右
大
臣

・
藤
原
実
資
よ
り
、
後

一
条
天
皇
に
奉
呈
さ
れ
た
、
七
名
の

「乳
母
名
簿
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
て
七
名
は
叙
位
を
得
て
い
る
。

時
に
寛
仁
三
年

（
一
〇

一
九
）、
「紫
式
部
日
記
」
に
筆
録
さ
れ
た
敦
良
生

誕
記

（寛
弘
六
年

（
一
〇
〇
九
）
十

一
月
）
か
ら
約
十
年
を
関
し
て
も
、
五

人
の
女
房
が
現
役
で
あ
り
、
栄
え
あ
る
乳
母
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（女
房

一
覧
参
照
）
。
『小
右
記
」
の

《東
宮
御
元
服
事
》
が
、
こ
の
日
の
儀

式
次
第
を
詳
細
に
記
し
、
「権
記
」
に
も
こ
の
日
だ
け
の
残
欠
本
文
が
東
宮

御
覧
の
拝
舞
や
禄
を
下
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
二
月
に
道
長

は
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
剃
髪

・
出
家
し
て
い
る
か
ら
、
実
資
は
そ
の
動

向
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

八
月
の
記
事
は
、
刀
を
持

っ
た
法
師
た
ち
が
弘
徽
殿
南
瀧
日
付
近
に
乱
入

し
て
補
捉
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
女
房

（紫
式
部
）
を
介
し
て
弘
徽
殿
の
太
皇

太
后

・
彰
子
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
記
事
で
あ
り
、
寛
仁
四
年

（
一
〇

二
〇
）
九
月
の
記
事
は
、
後

一
条
天
皇
瞳
病
発
病
の
混
乱
の
中
、
上
達
部
が

多
く
参
内
し
な
か
っ
た
こ
と
を
道
長
に
叱
責
さ
れ
た
公
任
だ
が
、
す
で
に
拝

謁
は
叶
わ
ず
、
こ
れ
ま
た
驚
い
て
参
内
し
た
前
の
帥
殿

（藤
原
隆
家
）
は
、

弘
徽
殿
の
女
房

（紫
式
部
）
に
逢

っ
て
帰
参
し
た
こ
と
を
、
隆
家
が
実
資
に

伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
公
任
か
ら
の
情
報
と
し
て
、
頼
光
周
辺
の
道
綱
売
去

の
誤
報
を
伝
聞
し
、
実
資
が
人
を
遺
わ
し
た
と
い
う
話
も
あ
る

（道
絹
は
十
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月
十
五
日
莞
）
ツ^
ヽ

十
二
月
の
記
事
は
、
資
平
を
介
し
て
彰
子
の
御
読
経
発

願
に
不
参

の
白
を
伝
え
る
こ
と
、
ま
た
女
房

へ
の
伝
言
を
詑
う
た
こ
と
を
、

わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

ま
た
、
当
該
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
女
房
が
弘
徽
殿
の
内
裏
女
房

で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

寛
仁
三
年

（
一
〇

一
九
）
正
月
五
日
条
―
彰
子
年
爵

（機
密
共
有
）

参
二弘
徽
殿
・、
相
二逢
女
房
・
〈先
以

宰
相

令
，取

案
内
し
、
「令

，啓

御
給
爵
之
恐
・之
時
、
屡
参
入
之
事
、
子

，今
不
・忘
坐
・之
由
有
・仰
事

・

也
」
。
女
房
云
、
「彼
時
参
入
当
時
不
参
、
不

，
似
・
世
人

、
所

恥
思
・

也
」
云
々
。

寛
仁
三
年

（
一
〇

一
九
）
五
月
十
九
日
条
―
道
長
出
家

（機
密
共
有
）

参
内

〈宰
相
乗

・車
尻
↓
。
諸
卿
不
参
。
参

母
后
御
方

、

相
二
逢
女

房
・、
有
・
仰
事
等

・、
是
入
道
殿
御
出
家
問
事
等
也
。
小
時
参
ｉ
入
道

殿
、

講
演
始
間
也
。

寛
仁
二
年

⌒
一
〇

一
九
）
八
月
十

一
日
条
―
抜
刀
法
師
乱
入

（機
密
共

有
）

〈抜
刀
者
入
二
宮
中
・事
〉
入
・
夜
宰
相
来
云

『抜
刀
者
入

宮
中

、
於

弘
徽
殿
邊
・鰯
得
云

々
、
母
后
御
坐
之
殿
也
。
驚
差
〓
随
身
・令
・
案

内

・。
帰
来
云

「事
己
有
・実
」
者
。
”
宰
相
同
車
参
入

〈着
直
衣
）
先

参

夫

后
御
方

、
以
二
宰
相
・令
レ
触
〓
女
房
・、
小
時
有
可

・参
入
・之

由
、
”
候
・簾
下
・、
女
房
伝
〓令
旨
・、
「暫
候
ｏ参
，摂
政
宿
所
・』
。
即

奉
，謁
、
命
云

『昨
今
堅
固
物
忌
」
。
而
依

蔵
人
・来
告
、
「過

午
時

・

参
入
、
己
終
許
也
。
件
事
発
者
、
於
〓
西
京
博
突
者
・争
論
、
法
師
抜
刀

突

敵
男
、

其
男
弟
追

法
師
、

法
師
逃
・走
朔
平
門

、
到

・弘
徽
殿

南
瀧
口
邊
之
間
・、
佐
渡
守
有
孝
候
〓
宮
侍
所
・、
捕
〓
留
抜
刀
法
師
・、

奪

・取
刀
ヽ

追

法

師
・之
男
同
溺
捕
、
皆
給

検

非
遣
使
ヽ

令
・
候

・

獄
所
・」
者
。

寛
仁
四
年

（
一
〇
二
〇
）
九
月
十

一
日
条
―
後

一
条
天
皇
痣
病

（隆
家

を
介
し
て
機
密
共
有
）

己
未
。
早
旦
。
前
帥
示
送
云

『昨
日
主
上
撞
病
発
レ
給
。
上
達
部
多
不

参
事
、
入
道
被

，咎
之
間
、
四
条
大
納
言
参
入
、
罵
辱
御
詞
不

，可
，敢
。

云

『己
無
レ
謁
』
云
々
。
鵬
午

，
驚
子
夜
参
入
。
相
〓遇
太
后
宮
女
房
罷

出
■

四
条
大
納
言
示
送
云

『皇
太
后
宮
大
夫
道
綱
、
今
暁
逝
去
之
由
、

従

頼
光
邊
所

聞
，之
』
。
遣

了
人

。

寛
仁
四
年
十
二
月
二
十
日
条
　
―
彰
子
御
読
経

（資
平
を
介
し
て
所
労

不
参
伝
言
）

丙
午
。
今
日
、
射
場
始
、
井
事
定
等
、
有
・所
労
・不
参
入
事
、
付

・匠
作
・

令

・披
露

。
又
、
大
皇
太
后
宮
御
読
経
発
願
不
参
事
、
可
レ触
〓
女
房
・

由
、
同
相
含
詑
了
。
所
掌
作
法
、
章
信
朝
臣
、
依
示
送
、
註
・
子
細

、

遣
レ之
。

今
ま
で
紫
式
部
の
存
命
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
右
の
五
月
の
記
事
が
最
後

と
さ
れ
て
き
た
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
人
月
、
翌
年
九
月
、
十
二
月
条
に
も

実
資
と
機
密
提
供
す
る
弘
徽
般
の

「女
房
」
が
確
認
出
来
る
。
た
だ
し
、
寛

仁
四
年
の
七
月
以
降
は
記
主

・
実
資
が

「所
労
」
に
よ
り
、
原
則
、
内
裏
不

参
だ

っ
た
た
め
、
女
房
と
も
間
接
的
な
接
触
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の

年
は
、
春
か
ら
、
疲
病

「疱
療
Ｉ
天
然
痘
」
流
行
が
深
刻
で
あ

っ
た

（『小

記
目
録
」
三
月

二
十
六

日
条

「主
上

の
御

不
豫

の
事

〈疱
癒

の
気
と

云
々
〉」
）。
疱
癒
は
、
約
二
十
年
前
も
猛
威
を
振
る
い
、
藤
原
道
兼
、
為
尊
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親
王、

夫
の
藤
原
宜
孝
も
こ
の
疫
病
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
C

こ
の
疫
病
が
再
び
蔓
延
し
た
の
で
あ
る(
13)。

は
か
な
く
年
も
か
へ
り
ぬ。
世
の
中
も
今
め
か
し
き
に、
「
今
年
は

裳
癒
と
い
ふ
も
の
起
る
べ
し」
と
て、
「
筑
紫
の
方
よ
り
は、
旧
年
よ

り
み
な
病
み
け
り」
な
ど
聞
ゆ
れ
ば、
は
じ
め
病
み
け
る
よ
り
後、
こ

の一^

十
余
年
に
な
り
に
け
れ
ば、
は
じ
め
病
ま
ぬ
人
の
み
多
か
り
け
る

世
な
り
け
れ
ば、

公

私
い
と
わ
り
な
く
恐
ろ
し
き
こ
と
に
思
ひ
騒
ぎ

た
りか

く
て
こ
の
裳
盾
京
に
来
ぬ
れ
ば、
い
み
じ
う
病
む
人
々
多
か
り。

（
略）
こ
の
裳
癒
は、

大
弐
の
御
供
に
筑
紫
よ
り
来
る
と
こ
そ
い
ふ
め

れ。
あ
さ
ま
し
う
さ
ま
ざ
ま
に
い
み
じ
う
わ
づ
ら
ひ
て
や
が
て
な
く
な

る
た
ぐ
ひ
も
多
か
り。
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
る
こ
と
多
か
り。

「
栄
花
物
語
j

巻
十
六
「
も
と
の
し
づ
く」
ニ
ー
三
①
ー
ニ
―
四
⑥
頁

か
く
し
て、

こ
の
年
の
閏
卜
ニ
月
二
五
日
に
は、

疫
病
が
蔓
延
す

る
な
か、

臨
時
の
仁
玉
会
が＿―-
日
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た。
「
疫
死
す
る
者、

衆」
「
嵯
乎、

悲
哉」
と
実
資
は
悲
嘆
極
ま
り
な
い。

寛
仁
四
年
（＿
o
二
0)

閏
十
二
月
二
十
五
日
条
ー
臨
時
仁
王
会。

ニ
ト
五
日、

辛
未。
「
今
日、

於
大
極
殿

始
仁
王
経
御
読
経
〈r

Aー
日〉

為レ
攘

疫
漑
、

殊
所レ
被し
條。
発
願・
結
願、

井
中
間

日
、々
上
達
部
可
A

参。
又、

関
白、

同
被

缶り
参」
云
。々
「
為レ
令レ

致
勤
閑
俯
」
云
。々
近
日、

京
畿・
外
国、

疫
死
者、

衆。
民
命
可

レ
尽。
嵯
乎、

悲
哉。

さ
ら
に、

翌
年
二
月
中
旬
に
は、

疫
病
の
死
者
が
路
頭
に
満
ち
た
こ
と
を

記
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず、

妍
子
は
参
会
を
強
行、

管
絃
は
深
夜
に

及
ん
だ
と
け
う
こ
れ
を
資
中
か
ら
聞
い
た
実
資
は、

疫
病
を
艮
れ
ず
自
粛

も
し
な
い
こ
と
を
「
愚
か
な
り」
と
怒
り
を
限
さ
な
い。
ま
た、
関
白
頼
通

は、

疫
病
に
よ
る
街
路
の
死
屍
累
々
を
認
め
な
が
ら、

先
年
閏
卜
ニ
月
の
仁

王
会
に
よ
っ
て、
「
効
験」
が
あ
っ
た
と
す
る
見
通
し
を
述
べ
て
い
る。

治
安
元
年
（＿
o
ニ
―
)
二
月
二
十一
日

条ー
疫
穎
蔓
延
の
中、

妍
子
遊

宴。
頼
通、

奉
幣
使
発
遺゚

｛

賣

事
一

丙
寅。
匠
作
来
云、
「
昨
H、

関
白
及
彼
是
ヒ
達
部、

参

会
旦

太
后
宮ー、

有
管
絃

夜、
已
及レ
閾」
者，
近
日、

疫
摸、

発
方。

死
亡、

無
算。
路
頭
汚
稿
不レ
可レ
敢レ
云。
而一
門
人
達
不、
怖
時

疫
、

且
居
花
遊
宴
時
同
日
無ら
隙、

愚
也
（
略）
申
時
許
蔵
人
右
中

"

“

 

弁
章
信
来、

伝
関
白
命一
云、
「
天
下
疫
振
方
発、

死
亡
者
衆、

何レ

為

抑
先
年
疫
痰
時、

於
二
大
極
殿
以
千
n

俯
転
読
井
命
経
。
已

其
有レ
験。
明
日
以
後、

御
衰
日。
又、
頂
復
R
．
奉
幣
使
発
遺
日
等

也。

今
日
参
入、

可レ｛
炉
申。
内
々
間、
「
可レ
作
吉
日
、

来
月
ヒ

日」、

早
可し｛疋レ
申」
者。

か
く
し
て、

前
年
十
二
月
の
記
事
以
後、

実
資
の
日
記
か
ら
機
密
を
共
有

し
て
き
た
彰
子
太
皇
太
后
宮
女
房
の
存
在
は
窺
え
な
い

と
す
れ
ば、
わ
ざ

わ
ざ
資
平
（
匠
作
11
修
理
大
夫）
に
「
女
房
に
触
れ
し
む
べ
き
由
を
相
含」

め
た
こ
と
の
意
味
は
韮
い

続
い
て
「
疫
死
者
は
衆
な
り。
民
の
命
尽
く
べ

し。
嵯
乎、

悲
哉」
と
記
さ
れ
た
翌
月
の
実
資
の
悲
嘆
は`

こ
の
疫
病
に
よ

っ
て、
こ
の
僅
か
二
五
日
の
間
に
紫
式
部
も
卒
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

よ
う
に、

わ
た
く
し
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
C

以
後、

万
奸一・
年
(1
0
二しハ）
一
月
卜
九
日
に
彰
F
が
出
家
し
た
際、

共
に
出
家
し
た
六
人
の
女
房
に
紫
式
部
は
人
っ
て
い
な
い(
14)。
た
だ
し、
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テ
ク
ス
ト
毎
に
出
家
者
名
が
異
な
る
の
で
提
示
す
る
。

「左
経
記
」
「
中
納
言
君
、弁
内
侍
、大
輔
命
婦
、
大
弁
、
土
御
門
、
筑
前
命

婦
」

「権
記
」
「
又
、
宮
宣
旨

（故
伊
陽
中
納
言
の
女
Ｙ

弁
内
侍

〈故
順
時
朝
臣

の
女
Ｙ

大
弁

・
大
輔

・
大
進

・
筑
前
命
婦
、
為
尼
。
」

『栄
花
物
語
」
巻
二
七

「少
将
の
内
侍
、
弁
の
君
、
弁
の
内
侍
、
染
殿
の
中

将
、
筑
前
の
命
婦
な
ど
」

な
お
、
「新
編
全
集
」
弁
内
侍
の
頭
注
二
〇
に
お
い
て
、
「
『紫
式
部
日
記
』

に
み
え
る
弁
の
内
侍

（橋
良
藝
子
と
は
別
人
）
に
あ
た
る
か
。
「権
記
」
の

藤
原
順
時
女
は
藤
原
明
子
、
禎
子
内
親
王
の
乳
母
で
、
こ
こ
で
の
出
家
は
お

か
し
く
、
『権
記
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
こ
）。
「紫
式
部
日
記
』
寛

弘
五
年
に
見
え
る
、
「宮
の
宣
旨

（源
陽
子
）
」
「弁
の
内
侍
」
「筑
前
命
婦
」

が
確
認
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
治
安
元
年
以
降
も

「小
右
記
」
に
は
皇
太
后
宮

・
彰
子
の

「女

房
」
の
記
事
は
数
次
あ
る
も
の
の

１^６
）、
い
ず
れ
も
伝
言
中
継
役
で
あ

っ
て
、

機
密
を
共
有
す
る
紫
式
部
と
特
定
で
き
る
記
事
で
は
な
い
。

治
安
元
年

（
一
〇
二

一
）
八
月
二
九
日
条
―
除
目
奏
慶

（長
家
を
介
し
て

の
伝
啓
）

「太
皇
太
后
宮
、
宮
司
不

，候
、
以

長
家
・令
・通
・女
房
、

拝
舞
了
」
、

治
安
元
年

（
一
〇
二

一
）
十
月
二
日
条
―
実
資
東
宮
鱚
兼
任

（季
任
を
介

し
て
の
伝
啓
）

甲
辰
。
傷
□
□
□
不
参
。
□
□
□
□
□
□
□
□
以
大
進
季
任
朝
臣
、
令

レ達
二女
房
・。
此
間
、
□
□
□
□
□
□
□
□
候
・殿
上
間

、

即
、
出
御
。

良
久
□
□
□
□
□
□
□
方
□
。
是
先
、
又
、
以

幸
相
・□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
。
右
少
弁
頼
明
、
云
、
「
可
レ候
・簾
下
こ

者

（敷
預
高
麗

端

・
讃
岐
円
座
〉
。
即
参
上
、
候
・
簾

下

。
以
二
女
房
・令
レ
啓
事
由
。

度
々
、
有
レ仰
。
□
令
。
小
時
、
罷
出
。

治
安
三
年

（
一
〇
二
三
）
四
月
二
十
日
―
倫
子
病
悩

（彰
子
簾
前
に
て
伝

啓
）

癸
丑
。
（略
）
参
入
、
候

・簾
前
・。
以
〓
女
房
一、
母
儀
、
被
レ
仰
レ
悩
給

事
。
「今
日
、
顔
宜
坐
」
者
。
中
宮
権
大
夫
、
重

・伝
禅
室
御
消
息

・。

心
神
、
不

，宜
由
等
也
。
然
、
可

・謁
談
・有
・気
歎
．

万
寿
二
年

（
一
〇
二
五
）
八
月
七
日
条
―
嬉
子
売
去

（彰
子
嬉
子
の
女
房

た
ち
）「宰

相
参
〓法
興
院
ヽ

衝
黒
帰
来
云

『女
房
哭
泣
声
無
〓
問
隙
・、
上
達

部
会
合
、
禅
閣
悲
歎
無
・極
、
近
代
不
レ聞
事
也
」
」。

万
寿
四
年

（
一
〇
二
七
）
十
二
月
十
七
日
条
―
法
成
寺
法
華
経
供
養

（彰

子
に
故
道
長
へ
の
弔
意
）

癸
未
。
修
訳
誦
三

ケ

寺
、
節
会
有
無
・例
可

・勘
申

事
仰

大
外
記
頼

隆
真
人
、

参
二法
成
寺
、

左
兵
衛
督
乗
車
後
、
中
将
弁
資
房
別
車
相

、
招

出

藤
宰
相
達
・消
息
関
白
、
以
二
左
兵
衛
督
・触
二
女
院
女
房
・、

貯

立

西
門
内

ヽ

坐

二
后
中
門
北
液
土
殿
、

傷
不
・進
ｉ
中
門

、

聞

・関
自
御
返
事
・即
帰
。
弔

故
按
察
使
大
納
言
後
家
使
永
輔
朝

以
上
、
彰
子
後
官
、
実
資
周
辺
の
紫
式
部
の
不
在
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

△
紫
式
部
出
家
説

瀬
戸
内
寂
聴

「月
報

・
浮
舟
の
出
家
」
『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
　
源
氏

物
語
⑥
」
（小
学
館
、　
一
九
九
八
年
）

臣 辺 余 従
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正
編
と
続
編
の
間
、
紫
式
部
は
出
家
し
た
。
浮
舟
の
出
家
は
天
台
浄
上
教
系

の
作
法
に
よ
る
．

上
原
作
和

「宇
治
十
帖
と
作
者

・
紫
式
部
―

「出
家
作
法
」
揺
藍
期
の
精
神

史
」
『知
の
遺
産
５
１
宇
治
十
帖
の
新
世
界
」
（武
蔵
野
書
院
、
二
〇

一
七

年
）

寂
聴
の
正
編
完
成
後
出
家
説
。
最
晩
年
ま
で
彰
子
後
官
に
仕
え
て
い
た
た

め
、
出
家
す
る
可
能
性
そ
の
も
の
が
な
い
。
（上
原
）

年
九
月
）
、
「紫
式
部

・
宮
仕
え
の
あ
る
日
―

「紫
式
部
日
記
」
の
表
現
の
考

証
法
を
め
ぐ

っ
て
」
『王
朝
物
語
と
そ
の
周
辺
」
（笠
間
書
院
、　
一
九
八
二

年
）、
表
現
論
と
し
て

「
か
な
ぶ
み
に
型
が
な
か
っ
た
頃
―
―
「紫
式
部
日

記
」
作
者
の
表
現
の
模
索
」
（
一
九
八
四
年
五
月
）、
「益
田
勝
実
の
仕
事
』

（ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、　
一
九
八
四
年
初
出
）
が
あ
る
の
み
。

（６
）
角
田
文
衛

「平
安
時
代
に
お
け
る
院
官
の
女
房
」
「国
語
と
国
文
学
」
（
一
九

七
三
年
二
月
）

（７
）
室
城
秀
之
編

「う
つ
ほ
物
語
全
　
改
訂
版
』
（お
う
ふ
う
、
二
〇
〇

一
年
）

（８
）
角
田
文
衛

「紫
式
部
と
女
官
の
組
織
」
「紫
式
部
の
世
界
」
角
田
衛
著
作
集

ｔ
巻

（法
蔵
館
、　
一
九
八
四
年
）
、
初
出

一
九
七
六
年
。

（９
）
「御
堂
関
白
記
」
「小
右
記
」
は
大
日
本
古
記
録

（岩
波
書
店
）
、
「権
記
」

「左
経
記
」
は
史
料
大
成

（臨
川
書
店
）
に
よ
る
。

（１０
）
上
原
作
和

・
廣
田
政
編

『紫
式
部
と
和
歌
の
世
界
　
新
訂
版
」
（武
蔵
野
書

院
、
二
〇

一
二
年
）

（Ｉ
）
橋
本
義
彦

「外
記
日
記
と
殿
上
日
記
」
「平
安
貴
族
社
会
の
研
究
」
（吉
川
弘

文
館
、　
一
九
八
六
年
）。
本
文
は
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
画
像
公
開
シ

ス
テ
ム

「十
五
／
　
野
口
菊
雄
昭
和
影
写
」
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

（１２
）
「小
右
記
』
寛
仁
四
年
九
月
二
十
日
条

「道
綱
卿
従
昨
日
不
覚
、
只
今
欲
損

命
之
由
告
送
宰
相
乳
母
許

〈道
綱
卿
女
也
〉、
の
経
営
下
曹
司
者
」
と
も
あ

っ
て
、
父
道
綱
危
驚
に
つ
い
て
教
通
が
娘

・
豊
子

（宰
相
乳
母
）
に
伝
え
た

記
事
も
あ
る
。
割
註
に
家
の
者
が
人
物
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
記
す
の
が
実

資
の
日
記
法
。

（１３
）
河
添
房
江

「
『源
氏
物
語
」
と
王
朝
の
疫
病
―
薄
雲
巻
の

『世
の
中
憲
が
し
』

を
中
心
に
」
「文
学

・
語
学
」
二
三

一
号

（二
〇
二
一
年
四
月
）

注（１
）
島
田
良
二

「紫
式
部
諸
説

一
寛
」
「国
文
学
」
（學
燈
社
、　
一
九
八
二
年
十

月
）。
久
保
朝
孝

「紫
式
部
の
伝
記
」
「国
文
学
』

學^
燈
社
、　
一
九
九
二
年

二
月
）。
「紫
式
部
の
肖
像
」
「新

・
源
氏
物
語
必
携
」
（學
燈
社
、　
一
九
九
七

年
二
月
）。

（２
）
上
原
作
和

「あ
る
紫
式
部
伝
―
本
名
藤
原
香
子
説
再
評
価
の
た
め
に
」
南
波

浩
編

『紫
式
部
の
方
法
　
源
氏
物
語
　
紫
式
部
集
　
紫
式
部
日
記
』
（笠
間

書
院
、
二
〇
〇
二
年
）

（３
）
加
納
重
文

「侍
従
と
い
う
女
房
」
『平
安
文
学
の
環
境
　
後
富

・
俗
信

・
地

理
』
（和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

（４
）
野
村
倫
子

「
Ⅳ
　
姫
君
近
侍
の
女
房
達
」
「
源
氏
物
語
」
字
治
十
帖
の
継
承

と
展
開
』
（和
泉
書
院
、
二
〇

一
一
年
）、
千
野
裕
子

「
「侍
従
」
「右
近
」
と

ふ
た
り
の
女
房
１

房^
が
示
す
遠
い
正
篇
」
「女
房
た
ち
の
王
朝
物
語
論

―

「う

つ
ほ
物
語
」
「源
氏
物
五・巴

「狭
衣
物
語
Ｌ

（青
土
社
、
二
〇

一
七

年
）
。

（５
）
以
後
は
、
「紫
式
部
外
伝
」
「文
学
』
四
五
巻
九
号

（岩
波
書
店
、　
一
九
七
七
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(6Z)

（諄
イ
≫

，
　
９
■
ツ
こ
じ

ｏ９
，
「

■^
団

一

〇
〓

蒻ヽ
Ｘ
■
―ｌｒ
早
）
「鮮
０
こ
±
７
寧
￥
輩
一
「
χ
Ｏ
”
￥
翡
」
￥

一
幸
；

９^１
）

（毒
Ｙ
γ
γ

一　

震ヽ
薫
）
）
「Ｏ
聖
陥
型
業

章
●
♯
単
￥
早
幸
日
野
露
』
翠
聯
騨
市
叩

・
７
番
壁

・
覇
県
田
７

・
単
申
滑

（９
）

ｏ亘
〓
団

一　
ｏ
７
準
？

「単
半
日
常
―
場
軍
辞
イ
」
＞
η
「
ユ

「塁
０
具
一鋳
出
」

■ヽ
擢
聯
２
聖
Ｘ
曜

「ヽ

（力
γ

一
〇
〓

蒻ヽ
単
籠
＝
早
）
「■
参
当
撃
　
最
楽
陥
Ｙ
」
革
古
華
棚

（Ｈ
）


